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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
六
百
六
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
次
の
救
急
病
院
か
ら
同
項
の
申
出
の
撤
回
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

勝
沼
町
立
勝
沼
病
院

東
山
梨
郡
勝
沼
町
勝
沼
九
百
五
十
番
地

二
　
撤
回
年
月
日

平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
告
示
第
六
百
七
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

甲
州
市
立
勝
沼
病
院

甲
州
市
勝
沼
町
勝
沼
九
百
五
十
番
地

二
　
認
定
期
間

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
百
八
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

市
川
三
郷
町

二
　
事
業
の
種
類

市
川
三
郷
町
営
住
宅
富
士
見
団
地
建
替
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
字
市
川
大
門
字
向
新
田
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
を
認
定
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

市
川
三
郷
町
営
住
宅
富
士
見
団
地
建
替
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
三
条

第
三
十
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
都
市
計
画
法
第
四
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域

に
つ
い
て
同
法
第
二
章
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
に
お
い
て
、

自
ら
居
住
す
る
た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
賃
貸
す
る
目
的
で
行
う
五
十
戸
以
上
の
一
団

地
の
住
宅
経
営
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
号
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

七
八
三

山
梨
県
公
報
平
成
十
七
年

十
一
月
二
十
一
日

第
千
六
百
二
十
号

月　曜　日



起
業
者
は
、
平
成
十
七
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
等
に
よ
り
財
政
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本

事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二

十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

（一）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
事
業
は
、
町
営
住
宅
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
、
居
住
面
積
が
狭
小
で
あ
る
こ
と
等
か
ら

建
替
え
を
行
い
、
若
者
の
定
住
促
進
及
び
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
生
活
空
間
の
確
保

を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、
土
地
収
用
法
第
三
条
第
三
十
号
に
該
当
す
る
事
業
で

あ
る
。

市
川
三
郷
町
営
住
宅
富
士
見
団
地
（
以
下
、「
町
営
富
士
見
団
地
」
と
い
う
。）
は
、
昭
和

四
十
三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
建
設
さ
れ
、
こ
の
う
ち
木
造
戸
建
住
宅
及
び

簡
易
耐
火
構
造
住
宅
の
多
く
が
耐
用
年
限
を
経
過
し
、
又
は
過
半
を
過
ぎ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

住
宅
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
と
と
も
に
居
住
面
積
が
狭
小
で
水
洗
等
の
設
備
も
不
備
の
た
め
居

住
環
境
が
整
い
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
住
宅
と
は
い
え
ず
、
豪
雨
又
は
風
水
害
の
際
に

は
人
的
被
害
や
住
宅
被
害
が
危
惧
さ
れ
、
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
。ま

た
、
当
該
団
地
に
は
、
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
道
路
へ
の
違
法
駐
車
が
横
行
し
て
お
り
地

域
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。

本
事
業
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
町
営
富
士
見
団
地
の
建
替
え
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

本
事
業
が
完
成
す
る
と
、
若
者
の
定
住
促
進
が
図
ら
れ
、
高
齢
者
が
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
環
境
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
る
等
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大
き

い
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
及
び
振
動
に
起

因
す
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
起
業
者
は
、
地
域
の
住
民
と
協
議
を
重
ね
、

通
勤
・
通
学
時
に
お
け
る
安
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
、
工
事
に
伴
う
騒
音
及
び
振
動
の
発
生
を

押
さ
え
る
た
め
低
音
重
機
を
使
用
す
る
こ
と
、
土
曜
日
・
日
曜
日
に
は
工
事
を
行
わ
な
い
こ
と

等
を
取
り
決
め
、
住
民
の
理
解
を
得
て
お
り
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（三）

起
業
地
の
選
定

本
事
業
の
施
行
位
置
に
つ
い
て
は
、
構
外
へ
移
転
す
る
場
合
は
新
た
に
用
地
取
得
が
必
要
に

な
る
こ
と
及
び
住
民
の
意
向
等
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
現
在
地
に
お
い
て
建
替
え
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
仮
移
転
戸
数
、
建
設
費
用
等
の
経
済
性
、
環
境
へ
の
配
慮
等
を
考
慮
し
、
起
業
地
に

係
る
区
域
を
定
め
た
が
、
こ
れ
は
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（四）

比
較
衡
量

（一）
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
（二）
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
（三）
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
の
起
業
地
は
、
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
」
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

（一）

申
請
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

市
川
三
郷
町
の
う
ち
旧
市
川
大
門
町
は
、
地
域
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
発
展
し

て
き
た
も
の
の
、
近
年
で
は
、
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
人
口
構
成
に
お
い
て
も
高
齢
化
と

と
も
に
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
唯
一
の
地
場
産
業
で
あ
る
和
紙
製
造
業
に
お
け

る
障
子
紙
の
全
国
シ
ェ
ア
は
約
四
十
％
と
主
産
業
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
地
域
の
活
力
は

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
旧
市
川
大
門
町
は
、
市
川
大
門
町
第
四
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

若
者
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
全
て
の
町
民
が
安
全
に
快
適
な
暮
ら
し
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の

方
策
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
と
な
る
道
路
、
快
適
な
住
宅
、
町
民
の
潤
い
の
場
及
び
防

災
避
難
場
所
と
し
て
の
公
園
の
整
備
等
を
進
め
て
い
く
と
の
方
針
を
定
め
た
。

こ
の
方
針
に
対
応
す
る
た
め
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
人
口
減
少
へ
の
対
策
と
し
て
、
若
者
が

定
住
で
き
る
魅
力
あ
る
町
を
目
指
し
、
地
域
の
改
善
を
図
る
た
め
快
適
な
住
宅
を
整
備
す
る
必

要
か
ら
、
平
成
十
三
年
度
に
個
別
計
画
と
し
て
「
市
川
大
門
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計

画
」
及
び
「
市
川
大
門
町
営
住
宅
建
替
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
耐
震
構
造

に
な
っ
て
い
な
い
等
居
住
環
境
が
劣
悪
で
あ
っ
た
町
営
富
士
見
団
地
の
建
替
え
に
向
け
て
準
備

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
早
期
に
本
事
業
を
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
事
業
は
、
町
営
住
宅
の
建
替
え
を
行
い
、
若
者
の
定
住
促
進
及
び
高
齢
者
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
生
活
空
間
の
確
保
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
起
業
地
の
範
囲
は
、
住
宅
の
整
備
に
必
要
な
面
積
を
も
と
に
積
算
し
た
規
模
と

し
、
い
ず
れ
も
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
起
業
地
の
範
囲
に
お
い
て
、
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用

に
は
な
じ
ま
な
い
た
め
、
収
用
と
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（三）

収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
性

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
号
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

七
八
四



以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

市
川
三
郷
町
建
設
課

山
梨
県
告
示
第
六
百
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良
事
業
（
担
い
手
育
成
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
中
道
地
区
）
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
縦
覧
書
類

変
更
後
の
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

中
道
町
役
場

四
　
異
議
申
立
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で

公
　
　
　
告

'

富
士
川
水
系
釜
無
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
の
決
定

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
富
士

川
水
系
釜
無
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
表

す
る
。平

成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
土
木
部
治
水
課
、
峡
中
地
域
振
興
局
、

峡
南
地
域
振
興
局
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

富
士
吉
田
市
下
吉
田
字
田
尻
四
五
六
二
、
四
五
六
二
の
二
及
び
四
五
六
二
の
三
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

富
士
吉
田
市
下
吉
田
二
千
八
百
三
十
九
番
地
　
有
限
会
社
ト
ウ
ス
イ
　
代
表
取
締
役
　
真
田
亙

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
字
清
水
尻
四
七
四
の
一
、
四
七
四
の
二
、
四
七
四
の
三
、
四
七
四
の
四
、

四
七
四
の
五
及
び
四
七
四
の
六
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

水
　
　
路

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
甲
斐

市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
下
石
田
二
丁
目
十
五
番
七
号
　
株
式
会
社
テ
イ
ジ
ン
　
代
表
取
締
役
　
保
坂
貞
仁

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
九
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
号
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

七
八
五



機
械
警
備
業
者
の
即
応
体
制
の
整
備
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
　
　
●
　
　
信
　
　
一

機
械
警
備
業
者
の
即
応
体
制
の
整
備
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

機
械
警
備
業
者
の
即
応
体
制
の
整
備
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
山
梨
県
公
安
委
員

会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
十
一
条
の
七
」
を
「
第
四
十
三
条
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号

警
備
業
者
及
び
警
備
員
の
護
身
用
具
の
携
帯
の
禁
止
・
制
限
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
　
　
●
　
　
信
　
　
一

警
備
業
者
及
び
警
備
員
の
護
身
用
具
の
携
帯
の
禁
止
・
制
限
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

警
備
業
者
及
び
警
備
員
の
護
身
用
具
の
携
帯
の
禁
止
・
制
限
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨

県
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

五
号
。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
第
一
条
第
一
項
」
を
「
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以
下
「
検
定
等
規
則
」
と
い
う
。）
第
一
条
第
二

号
」
に
、「
常
駐
警
備
業
務
」
を
「
施
設
警
備
業
務
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
検
定
等
規
則
第
一
条
第
五
号
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
等
危
険
物
運
搬
警
備
業
務
及
び
同
条
第

六
号
に
規
定
す
る
貴
重
品
運
搬
警
備
業
務

第
五
条
第
二
号
中
「
検
定
規
則
第
一
条
第
一
項
」
を
「
検
定
等
規
則
第
一
条
第
二
号
」
に
、「
常
駐

警
備
業
務
」
を
「
施
設
警
備
業
務
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
号
　
　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

七
八
六


